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現役時代にできなかった
ことがしたい

年金だけで
大丈夫？

とにかく、
のんびり過ごしたい

旅行に行きたいな

健康に
気をつけないと

やりたいことが
見つからないわ

定
年
退
職
後
の
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ

シ
ン
グ
ル
世
帯
に
限
ら
な
い
が
、
定
年
退
職
後

の
生
活
を
考
え
る
上
で
真
っ
先
に
気
に
な
る
の
は

「
年
金
で
生
活
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
」
だ
ろ
う
。

参
考
と
し
て
、
当
協
会
発
行
『
地
方
公
務
員
の
た

め
の
50
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
─
平
成
27
年
度
版

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
─
』
の
公
的
老
齢
年
金
の
概
算
額

早
見
表
を
も
と
に
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
、
妻
が
専
業

主
婦
の
夫
婦
世
帯
、妻
が
公
務
員
の
夫
婦
世
帯
（
い

ず
れ
も
妻
は
５
歳
年
下
の
設
定
）
の
年
金
額
を
試

算
し
て
み
た
（
図
１
参
照
）。
年
金
の
額
は
諸
条
件

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

①
年
金
額
は
？

シ
ン
グ
ル
世
帯
は
月
に
約
19
万
円
で
あ
る
の
に

対
し
、
妻
が
専
業
主
婦
の
夫
婦
世
帯
で
は
65
歳
〜

70
歳
が
約
22
万
円
、
70
歳
以
降
は
約
25
万
円
で
あ

る
。
月
に
３
万
〜
６
万
円
く
ら
い
し
か
差
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
の
ほ
う
が
余
裕
の
あ

る
生
活
が
で
き
る
よ
う
だ
。

妻
が
公
務
員
の
夫
婦
の
場
合
は
、
妻
が
60
歳
の

定
年
以
降
は
全
く
働
か
な
い
条
件
で
試
算
し
た
。

妻
自
身
の
年
金
は
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ
な
い
が
、

年
金
受
給
権
が
発
生
す
る
ま
で
の
期
間
は
配
偶
者

加
給
年
金
が
支
給
さ
れ
る
た
め
、
妻
が
専
業
主
婦

世
帯
と
同
じ
約
22
万
円
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
妻
が

定
年
後
も
働
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
の
収
入
が

プ
ラ
ス
さ
れ
る
の
で
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
。
そ
の
後
、

夫
が
70
歳
以
降
に
な
る
と
妻
自
身
の
年
金
が
プ
ラ

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
２
０
１
０
年
調
査
時
の
生
涯
未

婚
率
は
男
性
20
・
1
％
、
女
性
10
・
6
％
で
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
生
涯
シ
ン
グ
ル
に
離
別
や
死
別
も
加
え
て
い
く
と
、
定
年
退
職
を
シ

ン
グ
ル
で
迎
え
る
人
は
相
当
数
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
年

退
職
後
の
生
活
と
い
う
と
夫
婦
の
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
今

回
は
「
定
年
退
職
後
の
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

シ
ン
グ
ル
世
帯
の
家
計
を
考
え
る



39万円配偶者加給年金

65歳 70歳
地方公務員
昭和36年4月2日生まれ
勤務期間：22歳～60歳
（勤続年数38年）
平均標準報酬額：50万円 224万円 224万円

65歳 70歳
地方公務員
昭和36年4月2日生まれ
勤務期間：22歳～60歳
（勤続年数38年）
平均標準報酬額：50万円 224万円

263万円 302万円

448万円

224万円

65歳 70歳
地方公務員
昭和36年4月2日生まれ
勤務期間：22歳～60歳
（勤続年数38年）
平均標準報酬額：50万円 224万円 224万円

夫

妻

夫

妻
224万円

地方公務員
昭和41年4月2日生まれ
勤務期間：22歳～60歳
（勤続年数38年）
平均標準報酬額：50万円

60歳 65歳

60歳 65歳

39万円 78万円配偶者加給年金 妻の
老齢基礎年金

月18万6,666円
［224万円÷12カ月］

夫65歳～ 70歳

月21万9,166円
［（224万円＋39万円）÷12カ月］

夫70歳～

月25万1,666円
［（224万円＋78万円）÷12カ月］

夫65歳～ 70歳

月21万9,166円
［224万円÷12カ月］
妻が公務員の場合も妻が年金受給権を取
得するまで配偶者加給年金が支給される

夫70歳～

月37万3,333円
［（224万円＋224万円）÷12カ月］

さらに、妻が60歳～65歳
に働いた場合、その分の
給与がプラスされる

専業主婦
昭和41年4月2日生まれ

一般財団法人地域社会ライフプラン協会『地方公務員のための50歳代のライフプラン－平成27年度版ガイドブック－』ｐ.89　公的老齢年金額の概算額早見表より試算
※退職共済年金額は ( 経過的）職域加算を含む。

夫婦
（妻は専業主婦）

夫婦
（妻も公務員）

シングル
退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金

退職共済年金
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ス
さ
れ
る
た
め
、収
入
は
一
気
に
1
・
8
倍
に
な
り
、

３
つ
の
世
帯
の
中
で
最
も
高
い
月
37
万
円
と
な
る
。

②
支
出
は
？

一
方
、
支
出
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
総

務
省
の
『
家
計
調
査
報
告
［
家
計
収
支
編
］ 

平
成

26
年
（
2
0
1
4
年
）
平
均
速
報
結
果
の
概
況
』

か
ら
、
高
齢
夫
婦
無
職
世
帯
と
高
齢
単
身
無
職
世

帯
を
比
べ
て
み
た
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
２
参
照
）。

住
居
費
は
シ
ン
グ
ル
世
帯
も
夫
婦
世
帯
も
さ
ほ

ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、食
費
、保
健
医
療
費
、

交
通
・
通
信
費
、
非
消
費
支
出
（
税
金
や
社
会
保

険
料
な
ど
世
帯
の
自
由
に
な
ら
な
い
支
出
及
び
借

金
利
子
等
）
に
つ
い
て
は
１
人
と
２
人
で
約
２
倍

違
っ
て
い
る
。

実
収
入
に
対
す
る
合
計
支
出
の
割
合
を
見
る
と
、

夫
婦
世
帯
が
1
・
2
9
6
倍
で
、
シ
ン
グ
ル
世
帯

が
1
・
3
7
0
倍
と
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
の
ほ
う
が

わ
ず
か
に
厳
し
い
状
況
だ
。
と
は
言
っ
て
も
、
収

支
を
比
べ
た
限
り
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
も
夫
婦
世
帯

も
大
き
な
差
は
見
え
て
こ
な
い
。

③
浪
費
体
質
の
シ
ン
グ
ル
世
帯
は
要
注
意

た
だ
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
で
現
役
時
代
に
お
金
を

無
計
画
に
使
っ
て
き
た
ケ
ー
ス
で
は
注
意
が
必
要

だ
。
例
え
ば
、
子
ど
も
が
い
る
夫
婦
で
あ
れ
ば
、

マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
や
子
ど
も
の
進
学
な
ど
家
計
を

見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
も
多
く
、
現
役

時
代
か
ら
節
約
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
く
。だ
が
、

シ
ン
グ
ル
世
帯
の
場
合
は
そ
の
意
識
が
働
き
に
く

い
。
年
金
生
活
に
な
っ
て
か
ら
、
長
年
の
習
慣
を

変
え
て
節
約
を
始
め
る
の
は
意
外
と
大
変
な
も
の

で
あ
る
。
現
役
時
代
、
収
入
が
多
か
っ
た
シ
ン
グ

図１　シングル世帯、夫婦世帯の年金額の比較



非消費支出
29,422円

食料
60,869円

住居
16,158円

うち交際費
28,749円

57,250円教養娯楽
25,968円

交通・通信
26,825円

保健医療
14,635円

家具・家事用品
9,788円

被服及び履物
6,940円

光熱・水道
21,042円

教育　9円 その他の消費支出

社会保障給付　190,800円 その他 不足分　61,560円

非消費
支出

10,461円

食料
33,493円

住居
13,607円

うち交際費
20,453円

35,251円教養
娯楽

16,257円

交通・
通信

13,412円

家具・家事用品　5,592円
被服及び履物　4,402円

光熱・水道　13,643円

社会保障給付　103,767円

16,547円

不足分
41,516円

実収入　207,347円

実収入　112,207円

可処分所得　177,925円

消費支出　239,485円

可処分所得　101,746円

消費支出　143,263円

その他の消費支出

高
齢
夫
婦
無
職
世
帯

高
齢
単
身
無
職
世
帯

保健医療　7,606円

その他
8,440円

※　高齢単身無職世帯とは，60 歳以上の単身無職世帯である。
※　高齢夫婦無職世帯とは，夫65 歳以上，妻60 歳以上の
　　夫婦のみの無職世帯である。

44

ル
世
帯
ほ
ど
苦
痛
を
伴
う
だ
ろ
う
。

④
賃
貸
の
場
合
は
、
住
居
費
の
準
備
も
必
要

ま
た
、
定
年
後
も
賃
貸
住
宅
に
住
む
場
合
は
、

家
賃
の
負
担
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
述
し
た
『
家
計
調
査
報
告
［
家
計
収
支
編
］ 

平

成
26
年
（
2
0
1
4
年
）
平
均
速
報
結
果
の
概
況
』

で
は
、
60
歳
以
上
の
持
家
率
は
90
％
以
上
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
住
居
費
は
夫
婦
世
帯

で
１
万
6
1
5
8
円
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
で
１
万

3
6
0
7
円
で
済
ん
で
い
る
。
賃
貸
の
場
合
は
毎

月
の
家
賃
に
加
え
、
更
新
時
や
転
居
時
の
費
用
も

見
積
も
っ
て
お
き
た
い
。

⑤
入
院
時
・
介
護
時
の
費
用
も
念
頭
に

さ
ら
に
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
で
は
入
院
時
や
介
護

時
の
費
用
も
、
夫
婦
世
帯
、
家
族
と
同
居
世
帯
よ

り
多
く
掛
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
入
院

時
の
準
備
や
付
添
、
入
院
中
の
自
宅
の
管
理
を
家

族
に
代
わ
っ
て
民
間
会
社
等
に
頼
め
ば
、
そ
の
分

図２　『家計調査報告［家計収支編］ 平成 26 年（2014 年）平均速報結果の概況』（総務省）より　
高齢者単身無職世帯と高齢者夫婦無職世帯の収支の比較

費
用
が
掛
か
る
か
ら
だ
。

介
護
に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険
の
対
象
外
の
部
分

で
、
家
族
に
代
わ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
シ
ン
グ
ル
世
帯
で
は
、
夫
婦

世
帯
以
上
に
費
用
が
掛
か
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
き

た
い
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
介
護
保
険
制
度
に
よ
る

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度
額
を
図
3
に
掲
載
し
た
。

こ
こ
ま
で
シ
ン
グ
ル
世
帯
の
家
計
を
収
支
の
点

か
ら
み
て
き
た
が
、
管
理
と
い
う
点
か
ら
も
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
認
知
機
能
の
衰
え
な
ど
に
よ
り

自
分
で
金
銭
の
管
理
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
だ
。

判
断
能
力
と
契
約
能
力
が
不
十
分
な
人
を
支
援

す
る
制
度
と
し
て
は
成
年
後
見
制
度
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
も
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
国
の
「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
」
が
あ
る
。

【
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
】

対
象
者
：
判

※

断
能
力
が
不
十
分
な
方
、
か
つ
、
契

約
能
力
の
あ
る
方
。（
※　

認
知
症
高
齢
者
、
知

的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
で
あ
っ
て
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
情
報
の
入
手
、
理
解
、
判
断
、
意
思
表
示

を
本
人
の
み
で
は
適
切
に
行
う
こ
と
が
困
難
な
方
）

援
助
の
内
容
：
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
苦
情
解
決
制
度

の
利
用
援
助
、住
宅
改
造
・
居
住
家
屋
の
貸
借
・

日
常
生
活
上
の
消
費
契
約
及
び
住
民
票
の
届
出

等
の
行
政
手
続
に
関
す
る
援
助
等

金
銭
や
重
要
書
類
の
管
理
に
活
用
で
き
る

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
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具
体
的
に
は
…

・
預
金
の
払
い
戻
し
、
預
金
の
解
約
、
預
金
の
預

け
入
れ
の
手
続
等
利
用
者
の
日
常
生
活
費
の
管

理
（
日
常
的
金
銭
管
理
）

・
定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
生
活
変
化
の
察
知

こ
の
事
業
は
、国
庫
補
助
金
に
よ
り
都
道
府
県
・

指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主
体
と
な

り
、
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
等
を
窓
口
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
に
よ
り
、
対
象
者
や
サ

ー
ビ
ス
内
容
を
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
対
象
を
拡
大
し
独
自
の
財
源
で
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
東
京
23
区
内
の
社
会
福

祉
協
議
会
（
社
協
）
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

─
貴
団
体
の
当
該
事
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方

を
対
象
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

当
区
社
協
で
は
、
国
の
「
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
」
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
判
断
能
力
に
問
題
が

生
じ
て
い
な
い
高
齢
者
、
障
害
者
に
も
提
供
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
認
知
症
に
よ
る
能
力
低
下
は
な
い

け
れ
ど
も
、
高
齢
で
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
て
、
重

要
書
類
や
金
銭
の
管
理
に
不
安
が
あ
る
。
親
族
も
遠

く
に
し
か
い
な
い
た
め
頼
れ
な
い
」
と
い
っ
た
方
で
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
対
象
は
、
判

断
能
力
が
不
十
分
な
方
で
契
約
締
結
能
力
が
あ
る

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
当
区
社
協
で
は
、

対
象
者
を
拡
げ
、
判
断
能
力
の
低
下
の
有
無
に
よ

ら
ず
、
必
要
が
生
じ
て
い
る
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

─
貴
団
体
で
の
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と

同
様
で
す
。
そ
の
内
容
は
3
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
を
柱
に
、
②
日
常

的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
、
③
書
類
等
の
預
か
り
サ

ー
ビ
ス
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
・
助

言
を
は
じ
め
、
利
用
時
の
手
続
き
や
料
金
支
払
い

な
ど
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。必
要
に
応
じ
て
、

同
行
や
代
行
も
し
ま
す
。

例
え
ば
「
身
体
が
不
自
由
で
銀
行
に
行
け
な
い
」

と
い
う
場
合
に
は
、
①
に
加
え
て
②
の
サ
ー
ビ
ス
を

契
約
す
る
こ
と
で
、
銀
行
に
代
わ
り
に
行
き
、
日
常

生
活
費
を
払
戻
し
て
、
届
け
る
と
い
う
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。料
金
は
指
定
都
市
社
協
が
示
す
標
準
で
は
、

①
に
つ
い
て
は
1
回
1
時
間
ま
で
1
0
0
0
円
、
以

降
30
分
ご
と
に
5
0
0
円
加
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
③
は
年
金
証
書
や
定
期
預
金
の
証
書
、

※1カ月の自己負担には所得に応じて限度額（15,000円〜44,400円）が設けられています。
　限度額を超えた場合は、申請により超えた分が高額介護サービス費として払い戻されます。

要介護度 1カ月あたりの支給限度額
（自己負担1割/2割） 利用できる在宅サービスのめやす

要支援1
50,030円

（1割5,003円）
（2割10,006円）

週2〜3回のサービス
◎ 週1回の介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）
◎ 介護予防通所介護または通所リハビリテーション
　 （介護予防通所系サービス）
◎ 月2回の施設への短期入所

要支援2
104,730円

（1割10,473円）
（2割20,946円）

週3〜4回のサービス
◎ 週2回の介護予防訪問介護
◎ 介護予防通所系サービス
◎ 月2回の施設への短期入所　
◎ 福祉用具貸与（歩行補助つえ）

要介護1
166,920円

（1割16,692円）
（2割33,384円）

1日1回程度のサービス
◎ 週3回の訪問介護
◎ 週1回の訪問看護
◎ 週2回の通所系サービス
◎ 3カ月に1週間程度の短期入所
◎ 福祉用具貸与（歩行補助つえ）

要介護2
196,160円

（1割19,616円）
（2割39,232円）

1日1〜2回程度のサービス
◎ 週3回の訪問介護
◎ 週1回の訪問看護
◎ 週3回の通所系サービス
◎ 3カ月に1週間程度の短期入所
◎ 福祉用具貸与（認知症老人徘徊感知機器）

要介護3
269,310円

（1割26,931円）
（2割53,862円）

1日2回程度のサービス
◎ 週2回の訪問介護
◎ 週1回の訪問看護
◎ 週3回の通所系サービス
◎ 毎日1回、夜間の巡回型訪問介護
◎ 2カ月に1週間程度の短期入所
◎ 福祉用具貸与（車イス、特殊寝台）

要介護4
308,060円

（1割30,806円）
（2割61,612円）

1日2〜3回程度のサービス
◎ 週6回の訪問介護
◎ 週2回の訪問看護
◎ 週1回の通所系サービス
◎ 毎日1回、夜間対応型訪問介護
◎ 2カ月に1週間程度の短期入所
◎ 福祉用具貸与（車イス、特殊寝台）

要介護5
360,650円

（1割36,065円）
（2割72,130円）

1日3〜4回程度のサービス
◎ 週5回の訪問介護
◎ 週2回の訪問看護
◎ 週1回の通所系サービス
◎ 毎日2回（早朝・夜間）の夜間対応型訪問介護
◎ 1カ月に1週間程度の短期入所
◎ 福祉用具貸与（特殊寝台、エアーマットなど）

65歳以上、一定以上所得者の自己負担割合は2割（2015年8月以降）
出典：生命保険文化センターHP

図 3　在宅サービスの支給限度額と利用のめやす（2015 年 8 月現在）



　シングル世帯で困ることの一つに、入
退院時のサポートがある。親族や友人な
ど頼れる人がいればいいが、頼れる人が
身近にいない場合には、民間会社のサービ
スも活用できる。
　例えば、東京にある「株式会社 やさし
い手」では、家事代行・介護・育児サー
ビス「おまかせさん」の中の一つのコース
として、入退院時のサポートも行っている。

おまかせサービス
■主なサービス内容

　【入院時】 ・入院準備
 ・入院先までの付添い
 ・入院時の荷物整理など
　【入院中】 ・入院中の洗濯、日用品の
 　買い物
 ・退院に備えた自宅の掃除
 ・入院中の散歩介助等
　【退院時】 ・ご自宅までの付添い
 ・退院後の洗濯や環境整備
 ・退院後の定期的な通院介助

■料金例（自宅までの付添い）
　初回登録料……1080 円（税込）
　利用料…………１時間 3780 円（税込）
　追加料金は 30 分単位

※料金はサービス内容によって異なる

民間会社による
入退院時のサポート

66

不
動
産
の
権
利
証
な
ど
重
要
な
書
類
を
預
か
る
サ

ー
ビ
ス
で
、
料
金
は
年
間
1
万
2
0
0
0
円
で
す
。

─
現
在
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
ど
の
く
ら
い

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

約
30
名
で
す
。
当
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
認
知

症
に
な
っ
て
成
年
後
見
人
を
立
て
ら
れ
た
り
、
介

護
施
設
に
入
ら
れ
る
な
ど
動
き
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、利
用
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
独
り
暮
ら
し
以
外
に
も
、
80
代
の
高
齢

の
親
御
さ
ん
と
50
代
の
障
害
者
と
い
う
世
帯
の
利

用
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

健
康
な
ご
家
族
が
い
ら
し
て
も
使
え
る
サ
ー
ビ
ス

で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
は
不
自
由
が
生
じ
て

い
る
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
大
半
で
す
。「
大
事

な
も
の
を
家
の
中
で
無
く
し
て
し
ま
う
の
が
不
安
」

と
い
っ
て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
ご
本
人
か
ら
よ
り
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
案
内
で

降
は
、
の
ん
び
り
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
40
代
の
頃
か
ら
両
親
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
６
年
前
に
他
界
し
母
は

介
護
老
人
保
健
施
設
に
入
っ
た
た
め
、
現
在
も
独

り
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
高
校
の
友
人
の
勧
め
で
始
め
た
テ
ニ
ス

と
、
職
場
で
誘
わ
れ
て
始
め
た
写
真
撮
影
で
す
。

テ
ニ
ス
は
30
歳
か
ら
57
歳
ま
で
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
腰
を
悪
く
し
て
止
め
ま
し
た
。
一
時
は
歩
く

の
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
て
今
は
散
歩
が
で
き
る
程
度
ま
で
回
復
し
て

い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
毎
日
散
歩
を
す
る
の

が
日
課
で
す
。

食
事
に
つ
い
て
、
若
い
頃
は

休
日
に
料
理
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
一
人
分
だ
け
作
る

と
か
え
っ
て
割
高
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
今
は
コ
ン
ビ
ニ
か
ス

ー
パ
ー
で
お
弁
当
を
買
っ
て
く

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
と
飽
き
て
し
ま
う
の
で
、
散

歩
の
つ
い
で
に
外
食
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
40
〜
50
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
高
齢

者
向
け
施
設
が
あ
り
、
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン

チ
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

雨
で
外
出
で
き
な
い
日
は
、
自
宅
で
テ
レ
ビ
を

観
た
り
、
Y
o
u
T
u
b
e
で
懐
か
し
の
歌
謡
曲

を
聴
い
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
辞
め
て
か
ら
の
一
番
大
き
な
変
化
は
、

目
的
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
と
は
言
え
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
で
何
か
お
困
り
事
が

あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
グ
ル
の
定
年
後
の
生
活
に
つ
い
て
、最
後
は
、

生
き
が
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
実

際
シ
ン
グ
ル
の
方
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
定
年
後
の
男
性
と
定
年
直
前
の

女
性
に
そ
れ
ぞ
れ
お
話
を
伺
っ
た
。

仲
間
た
ち
と
の
付
き
合
い
が
生
活
の
張
り
合
い

Ｔ
さ
ん
（
埼
玉
県
在
住
・
男
性
・
67
歳
・
元
東
京

都
職
員
）

私
は
高
校
卒
業
後
東
京
都
に
入
庁
し
、
長
年
庶

務
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
60
歳
の
定
年
退
職
以

シ
ン
グ
ル
の
定
年
後
の
生
き
が
い
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「
も
う
一
度
テ
ニ
ス
を
し
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち

は
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
筋
力
の

衰
え
を
実
感
す
る
反
面
、
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
。
一
時
期
通
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
は
筋
肉
隆
々
の
70
代
の
方
も
い
ま
し
た

し
、
希
望
は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
よ
。

将
来
に
対
す
る
不
安
と
し
て
、
家
の
中
で
倒
れ

た
り
動
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
は
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
多
い
と
聞
き
ま
す
し
、
孤
独
死
の
話
を
聞

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
緊
急
連
絡
先
は
東
京

に
住
む
伯
母
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
親
戚
は
九
州
な
ど
遠
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。

親
戚
以
外
の
付
き
合
い
と
し
て
は
、
退
職
後
行

政
書
士
に
な
っ
た
職
場
の
同
僚
が
い
て
「
法
律
的

な
こ
と
は
任
せ
て
お
け
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
し
、

写
真
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
職
場
の
上

司
と
も
た
ま
に
会
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
テ
ニ
ス

仲
間
と
は
毎
年
忘
年
会
や
新
年
会
を
開
い
て
い
ま

す
し
、
夜
間
大
学
時
代
か
ら
の
親
友
も
何
か
と
声

を
掛
け
て
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ

た
仲
間
た
ち
と
の
付
き
合
い
が
、
日
々
の
生
活
に

張
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
病
時
に
聴
い
た
オ
ペ
ラ
歌
手
が
生
き
が
い

Ｉ
さ
ん
（
東
京
都
在
住
・
女
性
・
63
歳
・
私
立
高

校
教
師
）

私
は
大
学
卒
業
後
、
私
立
高
校
で
教
師
と
し
て

働
い
て
き
ま
し
た
。
専
門
は
古
典
を
中
心
と
し
た

国
語
で
す
。
仕
事
は
忙
し
く
、
平
日
は
も
ち
ろ
ん

土
曜
日
も
夜
遅
く
ま
で
試
験
の
採
点
や
受
験
対
応

な
ど
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
規
定
す
る
定
年
退
職
の
65
歳
ま
で
残
す

と
こ
ろ
１
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
60
歳

で
退
職
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
経
済
的
な
こ
と
を

考
え
定
年
ま
で
働
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
が
勤

務
す
る
高
校
で
は
65
歳
以
降
も
非
常
勤
講
師
と
し

て
働
く
人
が
い
ま
す
が
、
ご
く
ご
く
稀
で
す
。

私
に
と
っ
て
は
、
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
定
年

後
の
生
活
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
く
ら
い
で
す
。

と
い
う
の
も
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
で
す
。
絵
を
観
る
の
が
好
き
な
の
で
美
術
館
に

も
通
い
た
い
で
す
し
、
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
き
た
イ
タ
リ
ア
語
も
じ
っ
く
り

腰
を
落
ち
着
け
て
学
び
た
い
で
す
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

し
た
い
。

中
で
も
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
私
の
心

の
支
え
と
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
ア
ン

ド
レ
ア
・
ボ
チ
ェ
ッ
リ
の
故
郷
で
の
長
期
滞
在
で

す
。
毎
年
、夏
休
み
を
利
用
し
て
訪
れ
て
い
ま
す
が
、

仕
事
が
あ
る
た
め

ど
う
し
て
も
時
間

の
制
約
が
あ
り
ま

し
た
。
で
す
の
で
、

定
年
後
は
思
う
存

分
、
滞
在
し
て
彼

の
歌
声
の
真
髄
に

触
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
が
ア
ン
ド
レ

ア
・
ボ
チ
ェ
ッ
リ

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
の
は
51
歳
の
時
で
し
た
。
乳

が
ん
を
発
症
し
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た

私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、
彼
の
歌
声
で
し
た
。

抗
が
ん
剤
の
副
作
用
で
髪
の
毛
が
抜
け
落
ち
、
激

し
い
吐
き
気
に
襲
わ
れ
、
本
当
に
辛
か
っ
た
と
き
、

彼
の
声
に
癒
や
さ
れ
生
き
る
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
心
強
か
っ

た
で
す
。
４
人
き
ょ
う
だ
い
で
姉
が
２
人
い
る
上
、

姪
も
私
を
慕
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
何
か
あ
れ

ば
一
番
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

貯
金
も
さ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、
不
安
が
全
く

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
度
は
死

を
も
覚
悟
し
た
経
験
が
あ
る
た
め
か
、
将
来
に
対

す
る
不
安
よ
り
も
、
今
と
い
う
時
間
を
大
切
に
生

き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦ 

◦ 

◦

現
役
時
代
は
仕
事
を
通
し
て
の
社
会
と
の
関
わ

り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
し
か
し
、
定
年

退
職
後
は
生
活
の
軸
足
を
職
場
か
ら
地
域
へ
移
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
地
方
に
比
べ
都
市
部
で
は

隣
近
所
と
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
い
う
意
識
が
低

く
、独
り
暮
ら
し
の
場
合
も
孤
立
す
る
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
シ
ン
グ
ル
に
限
ら
ず
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦

も
、
地
域
と
関
わ
る
機
会
は
少
な
い
。

地
域
で
な
く
て
も
い
い
が
、
定
年
退
職
後
も
何

ら
か
の
形
で
社
会
と
の
接
点
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
加
齢
に
伴
い
身
体

機
能
が
低
下
す
る
中
で
、
一
つ
の
備
え
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
執
筆
／
ラ
イ
タ
ー　

更
田
沙
良
）



Column

私が高齢者向けの共同住宅を始めたのは平成９年のことで

す。当時はまだ高齢者に部屋を貸してくれない時代で、私は

友だちとの夢物語で、老後は５階建てのビルを建ててそれぞ

れの特技を生かしたお店や教室をしながら一緒に住もうなど

と話していました。ちょうどその頃、夫に先立たれ独り暮ら

しになった私の伯母が住まいを探していたこともあり、高齢

者向けの共同住宅の実現に向けて動き出しました。

設計にあたっては、高齢者にとって住みやすい家を追求し

ました。入口は車いすでも出入りしやすい引き戸、お風呂は

安全に入れる高さなどバリアフリー仕様にするのはもちろん

のこと、インテリアでは檜風呂や輸入物の出窓などリッチな

雰囲気にこだわりました。人生最後の時間を少しでも優雅な

気分で過ごしてもらいたいと思ったからです。

入居者募集にあたっては、高齢者のシェアハウスを目指し

ていた草の根組織「下宿屋バンク」に関係していたことから

テレビで放映され、その影響で多くの問合せがありました。

その中から面談をして６名に入居してもらいました。

当初の入居者は皆65歳以上で、子どもさんがいらっしゃる

女性や生涯未婚の女性などがいらっしゃいました。「子どもや

家族とは距離を置きたいけれど、完全な独り暮らしだと寂し

い」「加齢に伴って誰かの助けは必要だし、一人分の食事をつ

くるのは大変」。そんな理由から入居を希望されたようです。

私はこの共同住宅を、高齢者がイキイキ暮らせる場所にし

たいと思っていました。「人とコミュニケーションを取りたい

けれど、いつも一緒だと嫌だ」「誰かに管理されるのではなく、

自分で好きなように過ごしたい」。そんな希望を叶えられるよ

うな部屋づくりをしました。各プライベートルームにはトイ

レやキッチンはついているので、入居者はそれぞれ自立した

生活が送れます。

朝晩の食事は私のほうで調理しますが、盛りつけや配膳は

入居者たちが協力し合って準備します。日中は各自が部屋で

のんびり過ごしたり、洗濯や掃除、買い物をしたり、外へ出

掛けて活動をしたり、お友達と会ったり、自由に過ごしてい

ます。一人で寂しい時は、談話室に来れば誰かと話ができま

す。他愛ない話でも人と話すことで安心できますし、何か問

題があって困った時にはすぐに相談することもできます。

私はワンランク上の趣味を楽しんでもらおうと、定期的に

絵画や手芸などの教室を開いていますし、お月見など年中行

事もやっています。家の中だけだと嫌になってしまいますか

ら、お花見や紅葉狩りなど年に４～５回は外へ出るイベント

も開催していますよ。

時には入居者同士で口ゲンカになることもありますが、し

ばらくすると仲直りしますよ。人と一緒に暮らすと何かしら

話をしますし、怒ったりすることも含めて感情がふれあうと

ころがいいのではないかと思います。ケンカの後許し合うう

ちに、お互いに情が湧いてきたりして、家族ともまた違った

新たな関係が生まれてきます。

現在の入居者は80歳以上がほとんどで、各自が介護保険

サービスも利用しています。言ってみれば、在宅介護です

ね。人生の最期は、病院よりも住みなれたところで迎えたい

ものでしょうから、要介護５になっても住み続けられるよう

サポートしていきたいと思っています。幸い、私の息子たち

も介護職ですし、往診の医師も定期的に来てくれます。

新しい環境で暮らすのであれば、65歳までには始めたほう

がいいと思います。年齢を重ねるほど新しい環境に適応して

いくのは難しくなっていきますし、生活の基盤ができるまで

に２～３年はかかりますから。

家族でも他人でもない、新しい関係
シニア向けシェアハウス

神奈川県伊勢原市「高齢者向け共同住宅　欅」オーナー　岩崎弘子さん
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入居者たちの手づくり作品で飾られたリビングダイニングルーム

右端が岩崎さん


